
今月３日（日）、栗原1丁目公園で第10回「わい

わい川遊び」が行われました。幸いお天気に恵

まれ、今年も沢山の子供たち、お母さん、お父

さん達が参加しました。そして初めて学校の先

生方も参加して一緒に遊んでいってくれました。

第10回わいわい川遊び 天然の鰻

幻の議会報告第34弾！
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川がき講座

この川遊びの為に、前日から仕掛けをしてくれた

方が、天然の鰻を捕まえて持ってきてくれました。

「お腹が黄色いでしょ？これが天然の鰻の証拠」

「養殖の鰻は白いから直ぐにわかるよ！」みなさ

ん！黒目川には天然の鰻がいるんですよ！

ゴミ拾いの後は、「魚採り講座」。手網を使って、

魚を捕まえました。「ガザガザっていう採り方な

んだよ。」と川の先生達。確かに先生達がガサ

ガサやるとアブラハヤなどがわんさか採れます。

先生がやるようにはなかなか採れないのですが、

みんな1時間以上魚採りに燃えました。

10時15分スタート！ゴミ拾いをする子供たち

手網で魚採りに夢中になる親子。小さな子達は

勿論、お母さんたちも大騒ぎでした。

水槽の手前が天然の鰻。奥の2匹が鯰（なまず）

子供たちのボートは地元の若いお父さん達が交

代で引っ張ってくれました。

黒目川の魚達
この日採れた黒目川の動物達は、アユ、ナマズ、

ウナギ、オイカワ、カワムツＢ型、スミウキゴリ、ドジョ

ウ、カダヤシ、ザリガニ、シジミ、ヒキガエルなど

でした。昨年、一昨年より魚の数は減っているの

は、川鵜などの鳥の影響だと思われます。
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の会派にも属せず一人会派「語る会」で、
しがらみのない発言をし続けている。現在
は建設常任委員会に所属。無駄な道路、
箱物に反対しながら、公共施設の改修な
どを訴えている。また議会を離れたところ
では「たかやん塾」で小中学生・高校生と
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ボランティア活動に燃えている。「黒目川
川づくり懇談会」代表。自然護岸を目指
す。石神3丁目在住。趣味はテニス・サッ
カー・囲碁・将棋・読書・音楽。小野伸二・
クルム伊達公子・羽生義治・コブクロのフ
ァン

   冷や汗
須田市長（右）と保谷・朝霞線について議論する

借金・しがらみ・先送り

田中ゆきひろ

　21日（木）の建設常任委員会で部長報告が数

件ありました。その中に３・３・10号放射7号線と３・

３・11号放射7号線のことがありました。これはあ

の保谷・朝霞線に関係する道路なので、総工費

や市の負担の程度を質問したのですが、「算定し

ていません」という答弁だったので驚きました。9

月議会の一般質問で資料を出してもらうことにし

ましょう。大型事業が見直されている中で、新座

市だけは「東久留米志木線」「保谷朝霞線」「放

射7号線」そして「新座駅北口区画整理」と続くの

です。700億を越える借金がどうなっていくのか・・・

考えるだけで冷や汗が出てきます。

３・３・10号放射7号線と３・３・11号放射7号線と

いう道路は栗原と新堀を通る道路です。練馬区

の北園交差点から西東京市・新座市・東久留米

市・新座市・清瀬市・所沢市と走っていく都市計

画道路で、東京都部分は既に施行に入っていま

す。関越や外環と接続し、調布・保谷線と交差

する放射7号ですが、東京都施行分は100％東

京都負担（半分は国庫負担）ですが、埼玉県負

担分は五分の一が新座市負担。裕福な都と貧

乏な県の格差がここにも出ています。一方の保谷・

朝霞線は調布・保谷線の「受け皿」として、どうし

ても必要だと市長は説明しています。しかし、調布・

保谷線の「受け皿」は放射7号であって、保谷・

朝霞線ではない。と、いうのが正しい見方だと思

います。五分の一負担だけでも酷い負担率ですが、

「いなげや」から道場までは新座市だけの負担で

す。そして「いなげや」から栗原の交差点までの

県道は市道に払い下げになるのですから話にな

りません。２０Ｍ道路でも反対する理由がそこに

もあります。

   放射7号と保谷・朝霞線


